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要 言
昭和46年から53年までの 8年間に千葉大学皮膚科を受診した薬疹患者の動向を調査した。 8
年間の設、外来患者44，632名に対し薬疹患者は392名(男176名，女216名〉であり，設、外来患者数
勇
の0.88%に相当した。好発年齢は21-30震であり， ついで31-40歳であったが， 最近では薬疹
者数の0.88%に相当する。このたび千葉大学皮書科において，昭和46年より 53年
なお，昭和40年から45年までの 6年間におけるわれわまで 8年間の薬疹患者の統計的観察をしたので，すでに
れの統計1)では薬疹症例は外来患者数の 1.7%に相当し報告した昭和初年より 45年までの 6年間の統計1)と比較
ていた。しながら，最近における薬疹の額向につき述べていきた 
ハ。 8最近 年開の薬疹患者の性別記関してみると，男は1
対象症偶 しかし薬疹患者の外来患者総、数に対する割合を性別にみ
ると，男0.91%，女0.86弘になり，男の方の比率がごく8昭和46年から53年までの 年間に千葉大学皮溝科にお
わずかに高い。前報1)でも男女間に有意差を認めていないて薬疹と診訴した症例である392名門ち男176名，女 
iいが?この額告は最近S年間の薬疹患者にもあてはまる216名〉を統計の対象とした。薬疹の診断には病歴，皮
疹の性状，全身状態，経過，薬剤投与テストなどを考慮 ものと考える。
して行い，他の疾患と鑑別しえたものに限定した。 昭和46年より 53年までの薬疹患者の年震別動議を示し
たのが表 である。薬疹患者の動態を性別，年度別にし1
結 果 aJ2ても，ぱらつきがあり，図工， に示すように一定の
傾向は認められていない。I.薬疹の発生類度
詔和46年よ!J53年までの薬疹皐者の年齢崩発生率を図昭和46年よ予 53年まで 8年障に千葉大学皮膚科を受診
した外来患者の総数は 44632名(うち男 19422名， 女 3 ~こ示す。 21-30歳の年齢震がもっとも発生率が高く，， ， 
患者の年齢震が高齢者に広がる額向があった。皮疹形態別にみると， 固定疹型薬疹が減少し，
かわって全身に撞種状に紅瑳が発生する蘇疹・渥紅熱型薬疹が相対的に増加していたことが特
徴的であった。 国定疹霊薬疹の減少はパノレぜターノレ系薬剤およびサルファ剤などの薬剤の装用
頻度の低下によるものと推定される。 ライエル型薬疹の減少誌薬疹に対する知識の普及ととも
に，治諜薬剤の種類の変化によると考えられる。 さらに， 昭和47年以後新たに高平苔癖型薬疹
の出現が認められた。 
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25，210名)であった。 このうち薬疹患者数は 392名〈男 
まえがき 176名，女216名〉を占めていたが，この症例数は外来患
176名，女辻216名であ予，絶対数としてやや女に多い。
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表1.薬疹患者の性別・年度5JIJ動態
苦言 手口 〈年〉 46 47 48 49 50 51 52 53 言十

男 〈例) 24 27 17 27 18 14 25 24 176 

女 〈例〉 33 27 44 26 23 24 26 13 216 

Liコ 計 〔例) I 57 54 61 53 41 38 51 37 392 

対外来す患る者比率総数〈弘に) 1 1.03 0.92 0.94 0.81 0.63 0.76 1.11 0.98 0.88 

男20.8%，女24.1%であった。ついで31--40歳代が男女
とも17.8%で、あった。昭和40年から45年までの報告1)に
おいても薬疹患者の好発年齢層は 21--30歳代〈男26.5

1.43 男 
%，女24.1弘〉であり，ついで、31--40歳代〈男19.3%，
女20.0弘)であったので，最近8年爵とほぼ同様の{虞向
であった。 
1. 皮疹形態
薬疹の皮諺形態については，従来いろいろの観点から
分類されている。今田も前報1)の分類iこ従い， 01定疹型，
麻諺・渥紅熱型(中毒疹型)， 多形紅斑霊， 事蘇諺聖，
紅皮症型，光過教整，自証黒皮症型，紫斑型，ライエyレ
型，粘摸皮膚眼症候群型その地とし，さちに近年新たに
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出現するようになって注目されるようになった肩平苔癖
型を加えて分類した。 
1. 年次JjIJ顔震
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3 昭和46年--53年の 8年需における薬疹の皮疹形態別頻

2727 度の実数を表2に示し， それぞれの比率を表 3~こ示し
た。最近の薬疹の特徴として固定疹型薬疹の発生頻度が
減少してきている一方，以前中毒疹型といわれていた播
種状に紅斑が多発する麻疹・狸紅熱型薬疹が相対的に増
力Eしてきていることである。
し 
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図 3.薬疹患者の年齢}jIJ発生率
48年よ予 52年までは20.8%-25.5%の範盟を変動し，昭

和53年にはついに18.9%まで落ち込んで、いる。昭和40--
45年には冨定疹型薬疹の実数は 40--50例内外であった

が，昭和46年の23傍を最後として，その後 7年障には話

年10例舟タトに減少している。最近8年間の症剖数は 103

例で，詑率は26.3弘であった。

一方前報1)において中毒疹型と記載していた蘇疹・狸
紅熱型薬疹は陸和 40-45年において最高 33.3%，最抵 
19.4%墾度の発生比率で、あった。昭和46-53年には33.3
 
--62.2弘に増加するようになり，この皮疹聖が薬疹の過

半数を占めるようになったc 最近8年障におけるこの型
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表 2. 皮疹形態別薬疹患者数
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表 3. 皮諺形建Jjfj薬疹患者比率
qA
46 47 48 49 50 51 52 53 
% 3690056000631041 13
20.8% 24.4% 23.7% 25.5% 18.9弘固定諺翠 40.3% 31.5% 
50.9 51.2 39.5 52.9麻疹・ 3星紅熱望 33.3 62.237.0 
11.3 2.4 7.9 5.9 2.7 
0 2.4 2.6 2.0 2.7 
1.9 7.3 2.6 0 0 
0 2.4 0 2.0 0 
3.8 4.9 2.6 5.9 5.4 
3.8 2.4 2.6 0 2.7 
0 0 2.6 0 0 
1.9 0 2.6 2.0 0 
3.8 2.4 7.9 2.0 2.7 
多形紅斑型 7.0 5.5 
0 1.9華麻疹聖
0 5.6紅皮症望
1.8 1.9党過敏型
自斑黒皮症型 7.0 5.6 
紫斑翠 3.5 1.9 
ライエノレ主主 0 1.9 
粘護皮着服症侯群型 1.8 1.9 
届平苔癖型 0 1.9 
その飽 5.3 3.7 1.9 0 5.2 2.0 2.7 
の薬疹患者の実数は 189例であり，全薬疹症劉の48.2弘
に達した。しかし昭和40-45年におけるこの度疹型の薬
疹泣毎年18-32例であったのに比し，昭和46-53年にお
ける本型の症例数は毎年15-37例であり，実数における
変動は少ない。すなわち，冨定疹型薬疹症例の急速な減
少のために，麻疹・狸車工熱型薬疹症例は比率が上昇した
が，実数の増加はわずかである。
第3の頻度であった多形紅斑型薬疹は昭和46.-53年に
わたる 8年間に総数24例であり， 6.1%の比率であった。
の発生をみている。j伊!の症候6.，1この型誌毎年 
岳斑黒皮症型薬疹は最近8年間に実数21例を経験し， 
5.4%の比率で，第4の頻度で、あった。毎年1-4例ず
つ症例が発生していた。
著明に減少した薬疹の皮疹型としては，全身に熱傷議
室E斑と剥脱J性びらんを呈する重症型のライエJレ型があ
る。この皮疹型は中毒性表皮壊亮症 toxicepidermal 
necrolysis Lyellとも呼ばれている。前報1)で述べたよ
うに昭和40-45年の 6年詞には 8例の発生があったが，
昭和46-53年の 8年間にはわずかに 2例の発生をみるの
みに過ぎない。
嘉平苔癖型薬疹は詔和46年までは経験することがなか
った。昭和47年以後毎年この皮疹型をみるようになり，
最近8年間ではlOf7ilが集計され，全薬疹の 2.6%に達し
た。 
2. 年齢との関係
昭和46-53年の 8年間;こおける薬疹の皮疹形態と年齢
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表 4. 皮疹形態各型における薬疹の年齢5jIJ発生比率
一出%一&
Lシ/え一 
。-10 11"-'20 21，-， 30 31--40 41--50 51--60 61歳以上 
国定諺型 7.3% 18.5% 23.5% 21.2% 10.5% 13.8% 6.2% 
蘇疹・渥紅熱型 12.2 4.2 23.2 16.4 18.5 17.5 7.9 
多形紅斑型 18.7 15.3 15.8 20.2 13.7 13.0 3.3 
20.0 20.0 40・0 20.0 0事麻疹型
紅皮症型
0 
0 12.5 12.5 25.0 25.0 25.0 。
。
光過敏型 0 0 20.0 0 60.0 20.0 0 
自斑黒農症型 0 0 0 0 14.4 33.0 53.0 
紫斑型 12.5 0 25.0 37.5 0 12.5 
ライエノレ型
12.5 
0 。 50.0 0 0 50.0 0。粘膜農膚眼症候群型 20.0 40.0 0 0 20.0 20.0 
扇平苔癖型 0 0 0 16.6 24.9 24.9 33.2 
23.0その他 4.5 9.0 9.0 4.5 31.8 18.1 
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との関係を検討した。表 4に示す通孔固定疹型，蘇疹 表 5.薬疹の原因薬剤 (31317U)
・渥紅熱型および、事蘇疹型の薬疹は 21-30歳， 31"-'40歳 記 引 一 ( 関 弘一内向い一 市 訳 
一一
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涼 因 薬 剤という青壮年に好発している。光過敏型および白斑黒皮
症型薬疹は老年層に多く，とくに自斑黒皮症型では60歳
以上が過半数を占めている。昭和47年以降に発生した肩
投 。 
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平苔癖型では50歳以上の年齢層が大半を占めている。 
3. 原因薬剤との関掠
薬疹の原医薬剤は患者に対する問診と投薬した医師へ
4) リンコマイシン 5 1.6 
の照会などによ予最も疑わしい薬剤を推定して，一部の
5)その{也 3 1.0 
ものには各種皮膚反応〈パッチ・テスト，スクラッチ・
2.解熱鎮痛剤 105 133.5 
テスト，皮内反応)あるいは内服テストを施行して、決定 1) ピラゾロン系 0354丹ムマ
i 
よる薬疹は 113例に達してお予，全体の36.1%を占めて 5)その{色 63 20.1 
いて，もっとも多い悪因薬剤であった。とくにアンピシ 3.向精神薬 32 10.2 
した。このようにして原菌薬剤が決定され，あるいは推 2)アニリン系 
定された薬疹患者は 313部であった。表 5 tこ示すように 3)インドメサシン 
薬疹の原菌薬剤は多くの種類に及んでいた。技生物費に 4)サルチノレ酸系 
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例 (10.2弘)，脳主管拡張・脳代謝促進剤12例 (3.8%)， 3) ヒダントイン系 1.3 
4. H菌血管拡張・代議H足進
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が，すべての例で確定することは国難である。原医薬裂 SQU降庄和尿剤 2.6 
サノレファ斉1薬疹の皮疹形態よ予原因薬剤を推定することはできる 3.5 
6.7の判明した症例のうち，最も多かったのは蘇疹・狸紅熱 その能
型における抗生物費による症例であった。酒定疹聖では
解熱鎮痛剤によるものが過半数を占めていた。多形紅瑳
型と事麻疹型は拡生物質によるものが多かった。党過敏
型は向精神薬によることが多く，自斑黒皮症型では降圧
京j尿剤が多かった。嘉平書癖型では脳fC謝促進剤による
ものが大半を占めていた。
考 察 
昭和45-53年にわたる 8年間に千葉大学皮膚科外来を
言された薬疹患者の外来患者総数に対する比率は昭和40-
45年の 6年間における松葉1)の報告に比して，わずかな
がら誠少額向がみられる。この誠少額向;こ対する説明は 
25.6 
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4.2 
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単一な原因によるというわけではなく，多元的な解析が
必要で、あろう。 2，3の原因を考えてみると，パルピタ
ール系薬剤およびその分子結合体が薬局のj苫頭での市販
が禁止されたこと，サルファ剤が特殊な場合以外はほと
んど夜用されなくなったこと，昭和40-45年の期間には
関連病院からの直定薬疹患者の紹介を受けて居定薬疹の
研究を行っていたことなどがあげられる。関東逓信病読
の北村ら 2)の報告では，昭和41年よ!J50年までの10年需
における外来患者総数に対して薬疹患者数が出める割合
は0.90%としているが，今回のわれわれの 8年間の比率
である0.88弘iこ近似している。
薬疹患者の年齢についての関係は函2，表 4 fこ示した
ように，近年は61歳以上の高齢者に薬疹患者の増加が認
められておち，薬疹患者の発生年齢層に広がちの{震向が
ある。この原盟としては高齢者に好発してくる白斑黒皮
症聖に加えて，昭和47年以降新たに発生してきた肩平苔
癖型の増加が欝与しているものと考えられる。このよう
な鎮向は富関らのおよび松本ら心の報告に認められてい
る。
皮疹形態の年次yjlJ推移をみると，lli!)定疹型は昭和47年
以降明らかに減少傾向を示しており，北村らのも需様の
報告を行っている。国定疹型薬疹の原因薬剤としては，
バルゼタール系薬剤およびその分子結合体，サルファ斉せ
が主となっている。パノレピターノレ系薬剤およびその分子
結合捧が薬居の百頭での販売が禁止されたことが，これ
らの薬需の使吊頻度を抵下させ，国定疹型薬惑の減少iこ
結びついた大きな原因と考えちれる。
全身に熱傷様発赤とびらんを生じて致死的な薬疹であ
るライヱノレ型薬疹は昭和46-53年の 8年間に著明な減少
を認めた。主村ら2)誌昭和41-50年の10年間にライエル
型薬疹の 3例をみたに過ぎないと報告している。この望
の薬疹の減少は薬疹?こ対する知識の普及とともに，治療
薬剤の質の変化によるものと考えられる。
近年新たに肩辛苦癖型薬疹の発生が知られるように主主
り5，6，7)，教室例については伊譲らのの報告がある。編平
苔癖型薬疹の原因薬剤は脳血管拡張起であるシンナリジ
ンと脳代識改善剤である塩酸ぜリチオキシンによるもの
が大半を占める。高齢者に好発するのはこれらの薬剤の
適応疾患が高齢者に多発するからであり，薬疹の発生機
穿としてこれらの薬剤の蓄積作用が考えられている。
皮疹形態、と原因薬剤との関連において，皮疹形態よ予
累医薬剤をある程度推測は可詑である。蘇疹・狸紅熱望
はアンピシ Pン系薬剤， 固定疹聖はパノレゼタール系薬
剤，サルファ剤，ピラゾロン系，光過敏謹辻サイアザ、イ 
F系捧圧利尿剤，肩平苔喜善型はシンナリジンや塩酸ぜヲ
チオキシンが誰瀕される。抗麗蕩斉jであるプレオマイシ
ンも特異的な薬疹形態をとることが知られている。
いずれ;こせよ，近年になって薬鶏の副作用としての薬
疹に対する関心が高まってきている。薬剤の投与時に，
皮疹が出現するとすべて薬疹を疑うことが多くなり，薬
疹の早期発見が行われやすくなってきている。このよう
な額向は今後ますます強くなると患われる。 
SむMMARY 
The incidence of patients with drug eruption 
in the Departroent of Chiba University Hospital 
during 1971-1978 was investigated. Three hun-
dreds and eighty two cases of drug erption (176 
roale cases and 216 feroale cases) were found 
aroong 44，032 outpatients，the incidence being 
0.88%. The incidence was roost frequent in the 
patients between 21 and 30 years old and bet-
ween 30 and 40 ye訂 ns second.τhe incidence 
in the patients over 60 years old was recently 
lncreaslng. 
Itwas reroarkable that cases with五xeddrug 
eruption decreased，whereas cases with exanthe-
roatic eruption relatively increased. This was 
presuroed to be due to the decline of use of 
drugs such as barbiturates，sulfonaroides and 
others，which were apt to cause nxed drug eru-
ptions. The decrease of Lyell-type drug erupti-
on was considered to depend on the spread of 
knowledge concerning drug eruption and the cha-
nge of drugs used. In contrast，lichen planus-
type drug erUption has newly appeared since 
1972. 
文 献 
1)松葉幹夫:盟定薬疹の臨床的研究日皮会誌 81， 
641-655，1971. 
2)北村民IJ子，木村和敏，墨田民雄，篠島 弘，露
木重明，野波英一蕗，安田利顕:薬疹の統計皮
膚寵床 19，1037-1040，1977. 
3)富間容子，岩津都呑雄，田中るみ子， )1(額健二:
薬疹の統計的考察室療 32，102-108，1978. 
4)松本錬一，光戸勇:富山市民病院皮膚科にお
ける薬疹の実態 度膚臨床 19， 1031-1035， 
1977. 
5)石橋明，平野明子，西山芳夫:肩平苔癖様と
34 西林
なった塩酸ピリチオキシン(どリチノール〉に

よる光線過敏4詮皮j書炎皮膚臨床 15，490-495， 

1973. 

6)安江隆:シンナリジンによる扇平苔擦につい

て皮膚蕗床 16，121-126，1974. 

聴、武・他
7)松本幸子，荒田次郎，益田俊樹，谷英喜平:肩

平苔癖議薬疹西日長j書37，737-744，1975. 

8)伊藤文子，田辺義次，岡本昭二:扇平苔癖様薬

疹千葉医学 54，313-316，1978. 

